
高
山
植
物
等
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護
パ
ト
ロ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　

50
年
の
歩
み

富
山
森
林
管
理
署
（
以
下
、
富
山
署
）
管

内
の
国
有
林
の
多
く
は
、
富
山
県
東
部
に
位

置
す
る
山
岳
地
帯
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
中

部
山
岳
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

１
９
７
１
年
６
月
に
立
山
・
黒
部
ア
ル
ペ

ン
ル
ー
ト
が
全
線
開
通
し
、
多
く
の
観
光
客

や
登
山
者
が
立
山
・
室
堂
を
訪
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

全
線
開
通
前
か
ら
、
高
山
植
物
等
の
踏
み

荒
ら
し
、
ゴ
ミ
の
投
げ
捨
て
等
が
懸
念
さ
れ
、

自
然
環
境
保
護
に
対
す
る
啓
発
活
動
の
必
要

性
が
予
想
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
富
山
署
、
地

元
自
治
体
、
山
小
屋
関
係
者
、
民
間
企
業
等

に
よ
り
１
９
７
１
年
に
立
山
地
区
国
有
林
野

保
護
管
理
協
議
会
が
発
足
し
、
翌
年
よ
り
室

堂
地
区
に
お
い
て
高
山
植
物
等
保
護
パ
ト

ロ
ー
ル
の
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
１
９
７
９
年
か
ら
１
９
８
２
年

に
か
け
て
、
薬
師
岳
・
雲
ノ
平
地
区
、
黒
部

中
部
森
林
管
理
局　

富
山
森
林
管
理
署

管内概要

所在地

区域面積

関係自治体

富山県富山市黒崎字塚田割 ５９１-２

４２４,７５８ha
うち森林面積   　　 ２８５,２７７ha
　うち国有林面積 １０４,５３２ha

１０市４町１村
富山市、高岡市、魚津市、氷見市、滑川市、黒部市、砺波市、小矢部市、
南砺市、射水市、上市町、立山町、入善町、朝日町、舟橋村

　富山森林管理署は、富山県のほぼ中央に位置する富山市に所在し、県
内全域を管轄しています。このうち４市４町に所在する １０万５千 ha の
国有林・官行造林を管理しており、富山県内の森林面積 ２８ 万 ５ 千 ha の
約３７％を占めています。
　管内の国有林は、ブナ等の天然林が５万７千ha （５５％）、スギ等の人工
林が２千４百 ha （２％）、山岳地帯等が４万５千 ha（４３％）となっており、
その多くは、富山県東部の急峻な北アルプスの山岳地帯に位置し、重要
な水源地であるとともに、自然景観に優れていることから中部山岳国立
公園に指定されるなど登山や自然観察等のレクリエーションの場として
毎年多くの方が訪れています。

は
じ
め
に

国有林野事業の取組

活
動
の
概
要

　

活
動
内
容
は
、
観
光
客
や
登
山
者
へ
の
高

山
植
物
等
の
保
護
を
呼
び
か
け
る
啓
発
活
動
、

ゴ
ミ
拾
い
等
の
美
化
活
動
、
立
入
禁
止
区
域

の
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
プ
張
り
、
登
山
道
の
雪
渓

切
り
等
で
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
観
光
客
や

登
山
者
か
ら
山
や
植
物
の
名
前
、
登
山
の

コ
ー
ス
タ
イ
ム
な
ど
を
聞
か
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
へ
の
対
応
の
た
め
、

知
識
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
も
必
要
と

さ
れ
ま
す
（
写
真
１
、
２
）。

地
区
、
白
馬
・
朝
日
・
北
又
地
区
で
そ
れ
ぞ

れ
協
議
会
が
発
足
し
、
現
在
ま
で
４
地
区
で

活
動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

１
９
７
２
年
か
ら
50
年
間
、
多
く
の
方
に

支
え
ら
れ
、
続
け
て
き
た
活
動
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

富山県

石川県

富山森林管理署
●

［ ［

し
ろ
う
ま

く
も
の
だ
い
ら

む
ろ
ど
う
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１
９
７
２
年
か
ら
始
ま
っ
た
高
山
植
物
等

保
護
パ
ト
ロ
ー
ル
に
は
、
こ
れ
ま
で
延
千
人

以
上
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
黒
部
ダ
ム
竣
工
60
周
年
を
迎

え
、
立
山
・
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
に
も
多

く
の
観
光
客
や
登
山
者
の
方
々
の
来
訪
が
見

込
ま
れ
ま
す
。

　

山
岳
地
帯
の
雄
大
な
自
然
、
数
多
く
の
希

少
な
動
植
物
等
を
後
世
に
残
す
た
め
に
、
今

後
も
地
元
自
治
体
、
山
小
屋
関
係
者
、
環
境

省
、
民
間
企
業
等
と
共
に
組
織
の
枠
組
み
を

超
え
て
協
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

お
わ
り
に

活
動
で
の
指
導
内
容

　

１
９
８
５
年
以
降
、
登
山
道
外
へ
の
立
ち

入
り
に
対
す
る
指
導
件
数
は
大
幅
に
減
少

し
て
お
り
、
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
が
マ
ナ
ー

向
上
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る

一
方
、
近
年
は
ス
ト
ッ
ク
に
対
す
る
指
導
が

今
後
の
課
題

　

北
ア
ル
プ
ス
で
は
、
登
山
道
の
損
壊
や
標

識
等
の
老
朽
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

広
大
な
エ
リ
ア
で
最
新
の
状
況
や
正
確
な
位

置
情
報
を
把
握
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
付
き
の
カ
メ
ラ

で
撮
影
・
記
録
す
る
取
組
を
始
め
ま
し
た
。
今

後
は
、
そ
れ
ら
の
情
報
を
関
係
者
と
共
有
し
、

有
効
活
用
し
て
い
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、
パ
ト
ロ
ー
ル
員
の
年
齢
は
、
２
０

０
０
年
以
前
は
全
員
20
代
以
下
で
し
た
が
、

近
年
は
30
代
以
上
の
割
合
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
た

こ
の
２
、３
年
は
50
代
ま
で
の
幅
広
い
年
齢

の
方
に
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す（
図
２
）が
、

高
山
で
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に
は
、
体
力
や
経
験
が

必
要
で
す
。
若
い
方
や
登
山
経
験
の
豊
富
な

方
の
ご
参
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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写真２ 登山道の雪渓切り 写真１ 登山者 への説明

写真３　啓発ポスター

図２　パトロール員の年齢構成

図１　パトロールで の 指導件数 とその 内容

増
加
し
て
い
ま
す
（
図
１
）。
ス
ト
ッ
ク
の
先

端
に
キ
ャ
ッ
プ
を
装
着
し
て
い
な
い
と
高
山

植
物
や
登
山
道
を
傷
つ
け
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
の
で
、
キ
ャ
ッ
プ
装
着
へ
の
協
力
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
富
山
署
で
は
、
若
手
職
員
が
デ
ザ

イ
ン
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、
室
堂
タ
ー

ミ
ナ
ル
な
ど
の
主
要
施
設
や
各
山
小
屋
等

に
掲
示
し
、
１
年
を
通
じ
て
、
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
（
写
真
３
）。

1人あたりの指導件数（単位：件） 入込者数（単位：千人）

ストック・キャップ装着
その他
登山道外への立ち入り
高山植物採取
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